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南魚沼市 遺跡５次調査現地説明会資料

   令和３年 11 月３日（水）

国土交通省北陸地方整備局長岡国道事務所

 公益財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

１ 遺跡の概要 

金屋遺跡５次調査は国道 253 号八箇峠
はっかとうげ

道路

建設事業に伴い、昨年に続き６月から発掘調

査を実施しています。遺跡は、魚沼
うおぬま

丘 陵
きゅうりょう

の

東側に位置する独立丘陵の東裾部、庄之
しょうの

又
また

川

によって形成された標高約 192ｍの扇状地
せんじょうち

上

に立地しています。金屋遺跡の発掘調査は関

越自動車道建設に伴って初めて行われ、古墳
こ ふ ん

時代、平安
へいあん

時代の集落が営まれていたことが

明らかにされています。近年は国道 253 号八

箇峠道路建設に伴って発掘調査を実施してい

ます。 

令和３年度の調査面積は延べ約 2,200 ㎡で、２地区で調査を行っています（下図の赤色範囲）。平安

時代（９世紀代）の掘立柱建物
ほったてばしらたてもの

、竪穴建物
たてあなたてもの

などが見つかり、古代魚沼郡
うおぬまぐん

にある集落の姿が徐々に現れて

きました。 
            




